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社叢から自然保護を考える Ⅱ
川井 秀夫

野外活動をしていると、一つの町、村 集落には必ず社が存在 し、憩いの場所になる事
が多い。私の習癖で、まず鳥居を見る。拝殿 :本殿 の様式を見る。時間があれば祭祀の
場を囲む森の姿、樹種、植生を観察する。祭神、成り立ち、歴史などにも興味がある。
一昨年、近江神宮で大津市の調査チームの発表会に出席 し、厖大な調査項目に驚いた。

近在の神社数 70社 50項目に及ぶ調査内容に○×式に加え、具体的な記述が書き込ま
れている。森の植生構造では、自然性 0高木層・低高木・低木・ 草本 C落ち葉層、常緑広

葉樹・ 落葉広葉樹・針葉樹の種類。注目樹木を記し、落ち葉層では厚い層 (10cm以 上)薄
い層 (10cm未 満)殆ど無し、の三分類で記録。

境内の構成では、参道・ 水源・神殿・ 社殿・霊跡 等 20項 目。参道の周辺部から私道
公道の区分、森への誘導ルー トなどが詳記されている。

学会が現段階で纏めた結果によると、全国で「健康な森」 5%、 「病気の森」 30%、
「瀕死の森」 20%、 「仮死の森」45%と 報告されている。
簡単な森の診断は

◆ 外から見て木々の葉っぱがつやつゃているか。

◆ 森の中が見えるかどうか。スカスヵしていないか。

◆ 優占種の樹木がしっかりしているか。マント群落 (ス イカズラ・ ヤブガラシ・ アケ

ビ・等)ツ ル性の木本類が構成されているか。

◆ マントの下の防御、ソデ群落 (ス スキ・ スギナ・ イタドリ等)草 本類は。
◆ 水源・水脈・ 水面があるか。 ミミズやキノコが見られるか。ダンゴムシがぃるか。
◆ 流れ込む川は。湧き水の有無。過去にあった沼 0池・ 井戸は復元できるか。

◆ 竹や笹は繁茂していないか。動物の生態は。

すべての調査要領をご紹介出来ないのが残念ですが、公共団体の公園と異なり、森は放っ

たらかしの中で生きています。鳥籠のカナリヤや、鉢のなかの金魚と違い、 トンピやフナ

に似て、「野生の自然」です。また高山や深海の様な「怖い自然」でもなく、「可愛いい

小自然」でもなく、「面白い中自然」であると考えます。

私も単身で活動 してますと、当会でも興味のある方と集団的に調査活動が出来ないかと

衝動に駆られることがあります。どうか身近な鎮守の森を大切にして下さい。

根源的には山の自然を守ることに繋がり、山の自然を回復する社会的関心を高め、劣化

する「病気の森」「瀕死の森」「仮死の森」を再生するため、学会としても全国的な調査

が始まったばかりですが、近い将来国土政策に反映できる夢を、追い続けたいと思います。

次回からは中国の環境問題を取 り上げます。
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第 10回近畿自然歩道 。まほろばの路

2月 26日 夜半の激しかつた雨も霧雨になつており、ルンルン気分で家を出る。近鉄の車

中いつもの皆さんに誰一人会わず心細く思つていたところ林さんの姿を見つけて一安色

関屋駅ではすでに
=木
さ々 が行つ:てくださつていた。暫く待つていたが誰も来られなし、

雨は本降りになってきた。参加人数記録更新かなどと言いながら二人で元気よく出発。

アセビめ花がほころび、サンシュユ、ウメの花などを見ながらゆるやかな坂を上って畠

を横切り、堤に作られた長い急な階段を登ると日前に旗尾池が・・・・。その広さにびつ

くり:池畔にはマガモ、コガモ達が20羽近く見られた。池を半周じサクラの巨本に感心

しらら夫重宅脅人人な:祇白轟でlt素邸に茨ぐ豪邸で自然観察も忘れてただただ感嘆の声

をあげる:「
‐
11・ ||

最後あ懸に鵜|(た様なお産藪を通きると静かな林に入る。道のほとりを平野川の源流と

ムられる:きれし`な力|||が,ラサラL流れてし`る。この小径がずつと続いてはしい思う程の

素晴らしき:途申t孟宗竹の林があり全て同じDNAと のこと。青々しているスイカイア
が冬の商ほ葉あ

―
両側をくる0と内側に巻き込んでいることなどいろいろと教えていただき

ながら観察する。林を出て暫く行くと杵築神社があり、ここのお堂の横を借りてお弁当を

広げる。ここではサカキとナナミノキの話を伺う:今回は冬らしく赤い実の本が数 見々ら

れた。お堂を発つ頃は雨も小止みになつており、途中の小きな池では町中にもかかわらず

ホジノ`ジロとカィシブリにも出会えた。

畠田に着くがまだ時間も早いし、体力も余らてぉり主寺駅まで足を延ばす。駅近くのお

店で盆=L里磁整聾ヒ塗ユQ量
能笙_

今回は雨が何の苦にもならなかつたし、とでも楽しい一日だらたと話し合つた。三木さ

んいろいろとありがとうございました。

幽谷の傾きにあり福寿草 川井秀夫

3月 9日 、当会の例会で東吉野 津越の、全国でも有数の群生地を

訪ねました。向日性の黄色い十二弁の花が薄日の中で咲き乱れてお

りました。奥深い山肌に健気な姿が印象的でした。

1新 しく投句欄を設けました。自然をベースに「この一句」を編集部

にお寄せ下さい。



3月 度例会 「福寿草」観察会 於 西吉野一津越

川岸 美子
雨と雨の間の曇 りがちの 3月 9日 、集合場所 。JR五条駅に到着 しました。
改札口で何か トラブルが発生したようでした。それはカー ドで乗車した人達が

五条駅に自動改札機が設置されてないので現金で精算 しなければならなくなり

大変でした。 (今の時節、過疎の駅でも一台ぐらい自動改札機を置かなくては)、

しかし何とかバスの時間に間に合いました。バスに揺 られること約 20分程で

バス停―城戸 (じ ょうと)駅に到着、山道に入つて行きました。

山道の片側は丹生川かな? 杉木立、孟宗竹、花の終わつたソシンロウバイ、
裸になった柿の木、薄赤くふくらんだ梅の木、書のいっぱいついた桜の本、艶や

かな毛のふくらんだヤナギ、書のサンシュウ、タムシバの集団、ビワ、ナンテン等

もう片側の土手にはネコノメソウ、シャガ、オ ドリコソウ・・等、所々に薄緑色の

フキノ トウが顔をだ しているそんな山道を歩いて行くと緑色の野草のなかで黄色く

咲いている福寿草を見つけた。あつ きれいだ ! 写真を撮らなくては、と言つて
いると「こんなん まだ序の口よ」と言われた、どん々上っていくと梅干しの作業
所が有 りその前を曲がり上っていくと「なんと !、 福寿草が沢山、斜面いつぱいに

咲いています。こんなに沢山の黄色くilTい ている福寿草 !そ してこの花畑には私た

ちだけ」非常に感激 しました。写真も写し、十分鑑賞 した後山から下りました。

歩きながらあのお花畑が荒らされずもつと増えれば良いのになあ・・・、そして

今咲こうとしている木々が一斉に咲き出す頃にもう一度ここに来ることが出来れば

と思いなが らバス停に向かいました。           _ ′
メ

バス停の近 くに「恋風 トンネル」「ちぎり橋」

と付けられた「短い トンネル」と「橋」があつた

ので五条市役所の観光課に尋ねました。すると

1日 西吉野村の堀村長が命名するのが得意な方だ

そ うでこのような名前をつけられました。

又 近くにある広場も名前がキスミー広場と
言う名前がついているそうです。

【3月 例会】 津越の福寿草 観察会報告
日 時  3月 9日 (木)曇 り
コ ー ス   」R五条―バス→城戸・ 0・ 陰地・・・津越・・・城戸―バス→

参 カロ者   勝田 (緑)篠原 り‖岸 西 月ヽ山 林 吉村 福谷 ノヽ尋 宮澤 徳久 豊田 山田
弓場 り‖井 宮 藤田 齊藤 岩田 大島 豊島 4ヽ田 (担当) (22名 )

弄誌 言己 会熟      コシ
゛
ュケイ、ホオシ
゛
口、ヤマカ
゛
ラ、ヒヨト
゛
り、メシ口゙、カフラヒワ、イカル、アオシ

゛
、キシバ゙卜、コケ

゛
ラ、セク
゛
ロセキレイ、

キセキレイ、シ
゛
ョウヒ
゛
タキ、ツク
゛
ミ、ウク
゛
イス、シシ'ュウカラ、スス

゛
メ、ムクト
゛
り、ハシホ
゛
ソカ
゛
ラス   (19莉重)

サンシュユ、 トサミズキ、フキノトウ等などの黄色い植物が春を告げる中、お目当てのフ
クジュソウも最盛期かと思われる日に大当たり !皆さんに満足して頂けたと思います。バ

イモが沢山芽を出していましたので、もう少ししたら、フクジュソウと入れ替わりに花盛

りが見られると思います。季節をずらせて是非又出かけてみて下さい。  小田 久美子
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薦のォープン・ハク 小田 久美子

10月 号の「エサ」の

記事は参考になりまし

たでしょうか? 今
年は冬鳥たちが少な

かったですが皆さん

の所では如何でした

か? 我が家でもエ

サ台が寂しい状態が

続いていましたがこ

のところ、シジュウ

カラたちがマイホー

ム探しにやつて来る

ようになりました、

が。さて 。・我オー

プン・ハウスは手入

れのないままの中古

にしてしまいました

ので、気に入つても

らえるか気になると

ころです。この春は

皆さんも是非ハウス

作りにチャレンジし

てみて下さい。
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③③③
★ 2/18よ り香具山の新池で【メジロガモ】が見られました。迷鳥としてたまに見

☆

★

られる珍しい鳥6奈良県初認となりました。 (ノJヽ田)

3/8斑鳩竜田公園白い鳩が回遊始めると何処からとなくチヨウゲンボウがや
つて

きます。鳩の群れに何度も何度もアタツクをします。
その都度鳩の群れはばらばら

になります。何度日かの時、チヨウゲンボウの足先に白
いものが・・・・

勝 田)
むごい光景でしたがお見事でした。

3/11斑鳩三室山下の本にハイタカが止まつていました。

3/16斑鳩竜田の工場の屋根にイソヒヨドリがいました。長い事見ないのでもう

いないと思つていましたがいました。
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